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加治川地区小島集落の
渡邉功さん、津吉さんが
親子で栽培しているハウスで
撮影しました。
昨年の豪雪による倒壊を
乗り越え、オータムポエムの
出荷は最盛期を迎えました。

「オータムポエム、最盛期へ」「オータムポエム、最盛期へ」
（12月９日撮影）（12月９日撮影）



新
発
田
市
農
業
委
員
会
で
は
令
和
３
年
８
月
に
、
各
地
区

ご
と
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
目
的
は
、農

地
の
無
断
転
用
・
違
反
転
用
の
防
止
や
遊
休
農
地
、課
税
特
例

農
地
の
状
況
を
調
査
し
て
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
す
。

無
断
転
用
・
違
反
転
用
に
お
い
て
は
違
反
の
状
況
や
経
緯
、

原
因
等
を
調
査
し
て
違
反
し
て
い
る
農
地
所
有
者
に
現
状
回

復
や
許
可
申
請
等
の
手
続
き
方
法
な
ど
を
指
導
す
る
と
と
も

に
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
、
課

税
特
例
農
地
に
つ
い
て
は
農

道
、
水
路
、
雑
木
、
草
刈
り

等
の
管
理
状
態
、
ま
た
、
周

辺
の
農
地
、
施
設
、
住
民
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い

か
、
耕
作
条
件
は
整
っ
て
い

る
か
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

農
地
は
所
有
し
て
い
る
人

の
財
産
で
あ
り
、
食
料
を
生

産
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
２
度
目
の
夏
、
例
年
実
施
し
て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
も

感
染
症
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

遊休農地解 消に向けて消に向けて 農地調整部会



全国農業新聞全国農業新聞をを読もう！！読もう！！

詳しくは農業委員会事務局または農業委員・農地利用最適化推進委員まで。

無料試し読みキャンペーン実施中！最大
3ヵ月

月700円、年8,400円 消費
税込金曜日発行週刊

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
大
切
な
農
地
で
す
。
法
を

守
り
、
自
分
の
所
有
す
る
農

地
は
自
分
で
守
る
気
構
え
と

適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
の
回
数
を
増
や
し

て
、
早
期
発
見
か
ら
無
断
転

用
や
遊
休
農
地
の
発
生
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

対
応
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
地
所
有
者
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

農
地
調
整
部
会

中
村

正
人

委
員

遊休農地解 消に向けて遊休農地解特集❶



今
回
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
農
業
者
や
農
業
委
員
の
活
動

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
新
発
田
市
の
枠
か
ら

飛
び
出
し
て
新
発
田
地
域
農
業
振
興
協
議
会
主
催
の
交
流
会
に
取
材

の
た
め
、
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
管
内
（
阿

賀
野
市
・
胎
内
市
・
聖
籠
町
・
新
発
田
市
）
の
農
業
者
を
対
象
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
や
町
を
超
え
た
交
流
を
図
れ
る
こ
と
と
、
講

師
役
と
し
て
現
役
の
農
業
者
の
方
の
話
が
聞
け
る
と
い
う
こ
と
で
、

取
材
と
い
い
つ
つ
、期
待
を
膨
ら
ま
せ
て

当
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

交
流
会
当
日
は
37
人
の
参
加
が
あ
り
、

新
規
就
農
し
て
間
も
な
い
方
が
多
い
分
、

初
々
し
い
な
か
に
も
学
ぶ
意
欲
が
感
じ

ら
れ
、自
分
に
と
っ
て
も
よ
い
刺
激
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。開
催
の
趣
旨

も「
新
規
就
農
者
同
士
の
相
互
交
流
を
通

し
て
、
農
業
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と

で
、
地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
つ
な
げ
る
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
有
意

義
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

グループワークも行って参加者同士の交流も深めます。

去
る
12
月
16
日
に
新
発
田
地
域
振
興
局
に
て
「
令
和
３
年
度
新
規
就
農
者
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
か
ら
も
新
規
就
農
者
と
し
て
交
流
会
に
参
加
す
る
方
あ
り
、
講
師
と
し
て
参
加
す
る
方
も

あ
り
、
そ
ん
な
当
日
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

新規就農者交 流会に参加して流会に参加して 情報活動部会



●開設日等：毎週水曜日の午後に新発田市加治川庁舎にて実施（事前申込みが必要です）
●相談内容：新規就農相談、集落営農の組織化・法人化、法人設立準備や手続き等々
●対応機関：市内の県・市・JA北越後などの農業関係機関
●申込み窓口：新発田市農林水産課農業経営推進係（☎0254－33－3108）

「農業支援ワンストップ窓口」をご利用ください
相談のために複数の
窓口へ出向く必要が
ありません

講師として熱く語る㈲アシスト二十一代表取締役の
木村清隆さん（豊浦地区 天王）

講演する新発田市農業委員の若杉智代子さん。

新規就農者交 流会に参加して新規就農者交特集❷
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
交
流
会
が
始
ま
り
、

「
先
輩
農
業
者
か
ら
の
事
例
紹
介
」
と
題
し

た
講
演
で
は
、は
じ
め
に
新
発
田
市
の
農
業

委
員
で
あ
る
若
杉
智
代
子
さ
ん
か
ら
始
ま

り
、イ
チ
ゴ
栽
培
を
通
し
て
、「
６
次
産
業
化

の
取
り
組
み
か
ら
付
加
価
値
を
高
め
る
」と

い
う
経
営
手
法
に
つ
い
て
の
講
演
と
な
り

ま
し
た
が
、興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
る
様

子
か
ら
、参
加
者
に
と
っ
て
も
大
変
参
考
と

な
る
事
例
発
表
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

続
い
て
、（
有
）ア
シ
ス
ト
二
十
一
代
表
取

締
役
木
村
清
隆
さ
ん
か
ら
は
新
規
就
農
者

に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て
、経
験
と
実
例
を

交
え
な
が
ら
「
力
を
合
わ
せ
て
農
地
を
守

る
」
こ
と
と
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
有
効
利

用
」
に
つ
い
て
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も

に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、講
演
の
余
韻
の
冷
め
や
ら
ぬ
う

ち
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、問
題
点
は

何
か
？
、
ど
う
す
る
の
か
？
、
話
し
合
っ
て

意
見
を
交
わ
し
て
い
る
と
、あ
っ
と
い
う
間

に
終
了
時
間
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

先
輩
農
業
者
の
方
た
ち
か
ら
の
刺
激
を

糧
に
、大
き
く
活
躍
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

情
報
活
動
部
会

伊
藤

栄

委
員



農
地
調
整
部
会部会

長

佐
々
木
政
司

農
政
推
進
部
会

部
会
長

星
野
幸
雄

情
報
活
動
部
会

部
会
長

湯
淺
生
夫

令
和
３
年
度
は
農
業
委
員
会
制
度
が
変
わ
っ
て

２
期
目
で
あ
り
、
当
市
の
農
業
委
員
も
２
年
目
と

い
う
年
だ
っ
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
本
来
の
姿
に
戻
っ
て
は
い
な
い
な

か
で
何
と
か
工
夫
し
な
が
ら
農
地
利
用
の
最
適
化

推
進
に
向
け
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

『
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
』

委
員
個
々
の
日
々
の
活
動
に
加
え
、
８
月
上
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
例
年
ど
お
り
に
地
区
ご
と

に
日
程
を
設
け
、
10
地
区
で
延
べ
10
日
を
か
け
て

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
前
年
度
の
農
地
利
用

状
況
調
査
を
基
に
遊
休
農
地
、
無
断
転
用
農
地
、

納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け
て
い
る
課
税
特
例
農
地

な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

『
現
地
調
査
』

例
年
同
様
、
８
月
下
旬
に
予
定
を
立
て
て
い
た

の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
か
、
蔓
延
防
止
の
た

め
や
む
な
く
令
和
２
年
度
と
同
様
に
２
年
連
続
で

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
に
向

け
て
再
開
で
き
る
状
況
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。

全
国
で
今
年
７
月
末
に
農
業
者
年
金
が
加
入
者
累
計
13
万
人

を
達
成
し
、
現
在
、
15
万
人
早
期
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
当
農
業
委

員
会
も
目
標
達
成
に
向
け
た
活
動
を
計
画
し
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

『
委
員
の
研
修
及
び
視
察
研
修
の
企
画
、
立
案
』

昨
年
は
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し

た
た
め
、
視
察
研
修
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
』

今
年
も
「
市
政
に
届
け
よ
う
！
農
業
者
の
声
を
」
を
テ
ー
マ
に

２
月
19
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
法
人
等
組
織

の
皆
様
に
意
見
発
表
等
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
議
題
に
し
た

活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

『
農
業
者
年
金
加
入
推
進
及
び
研
修
会
の
開
催
』

昨
年
７
月
に
新
潟
県
農
業
会
議
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
研
修

会
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
延
期
と
し
、
委
員
全
員
の
参
加
の
も
と
で
、

10
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
県
農
業
会
議
主
催

の「
農
業
者
年
金
特
別
研
修
会（
各
部
会
長
３
名
が
代
表
参
加
）」

は
、
初
め
て
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
方
式
と
し
、
主
催
会
場
と
加
治
川
庁

舎
を
結
ん
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
加
入
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
活
動
部
会
で
は
、「
農
業
委
員
会
憲
章
」
の
〝
暮

ら
し
と
経
営
に
役
立
つ
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め
、

活
力
あ
る
農
業
と
農
村
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
〞
を
遵
守

し
、
日
頃
の
農
業
委
員
会
活
動
を
は
じ
め
、
最
新
の
農

業
情
勢
、
農
地
法
及
び
農
業
委
員
会
法
の
改
正
等
に
つ

い
て
も
分
か
り
や
す
く
提
供
し
て
い
ま
す
。

『
農
業
委
員
会
広
報
誌
「
さ
わ
や
か
」
の
発
行
』

（
年
二
回
発
行
）

・
市
内
で
地
域
農
業
の
維
持
発
展
に
頑
張
る
方
々
、

及
び
先
進
事
例
の
紹
介

・
新
規
就
農
者
、
女
性
農
業
者
等
の
紹
介

・
日
頃
の
農
業
委
員
の
活
動
報
告

・
組
織
・
農
業
関
連
の
方
々
の
提
言
、
紹
介
等

・
関
係
法
令
の
改
正
点
及
び
農
業
政
策
課
題
等
の
情

報
発
信

『「
全
国
農
業
新
聞
」
へ
の
投
稿
（
全
国
紙
）』

・
新
発
田
地
域
の
農
業
に
関
す
る
、
出
来
事
、
話
題
等

を
提
供
し
、
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
新
発
田
市
農
業
の
魅
力
の
発
信
と
現
農

業
者
に
と
っ
て
一
層
の
元
気
が
出
る
魅
力
あ
る
記
事
や

情
報
を
掲
載
し
、
皆
様
に
愛
読
さ
れ
る
広
報
誌
と
な
る

よ
う
部
会
員
一
同
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

「
各
部
会
の
活
動
報
告
」



※この情報は、令和３年中に公告した農地の賃貸借契約のデータを単純集計したものです。
 （単位：10ａ当たり）

※　 農地法の改正により標準小作料が廃止されたことに伴い、新発田市では上記のとおり賃借料の目安となる情報提供を
行います。

※　 農地の賃借料の集計は字単位で行われているため、圃場整備が字の全部で完了していない場合も区分１の圃場整備済
地区に集計しています。

区 分

地 区

1
データ数
（6,881）
※ 最多契約額
【20,000円】

２
データ数
（2,649）
※ 最多契約額
【15,000円】

３
データ数
（　 24）
※ 最多契約額
【 9,000円】

畑
データ数 
（  140）
※ 最多契約額
【20,000円】

【賃 借 料】

【最高契約額】
【30,000円】

【平均契約額】
【18,716円】

【最低契約額】
【 5,000円】

【最高契約額】
【25,000円】

【平均契約額】
【16,481円】

【最低契約額】
【 7,500円】

【最高契約額】
【 9,000円】

【平均契約額】
【 9,000円】

【最低契約額】
【 9,000円】

【最高契約額】
【20,000円】

【平均契約額】
【10,187円】

【最低契約額】
【 3,000円】

※ 畑の金額については、
新発田市全域のデータ
になっております。

新 発 田 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

五十公野 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

松　　浦 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

米　　倉 ◎圃場整備済地区

赤　　谷 全区域

川　　東 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

菅　　谷 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

加　　治 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

佐 々 木 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

豊　　浦 ◎圃場整備済地区

◎ 区画整備済地区で10
～20a区画全域及び福
島潟周辺並びに山沿地
区で圃場整備未済地区

紫 雲 寺 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

加 治 川 ◎圃場整備済地区
◎ 圃場整備未済地区及び
山沿地区で圃場整備未
済地区

令和３年中に公告した新発田市の
農地賃借料情報をお知らせします。



インフォメーション

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL 0254-33-3119

今回は豊浦地区の下中ノ目集落にある株
式会社トップアグロさんに語っていただ
きました。  （担当：阿部 國範委員） 

「
一
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入
魂
」
の
気
持
ち
で

「
一
粒
入
魂
」
の
気
持
ち
で

　昨年はコロナ感染症の影響で外食産業が落ち込
み、コメ余り現象と需給調整も上手くいかず、米
価が下落となり、またお盆過ぎの日照不足と低温
も重なり、くず米が多く稲作農家は大変な年にな
りました。
　私も同様ですが、昨年から何種類かの野菜作りに
チャレンジし、出荷もすることができました。初め
てではありますが、種から育て収穫できた時は、何
だか楽しく、食べた時は特別美味しく感じられるも
のです。皆さんも農作業で少しは明るい希望を見付
けてください。
　今年は明るい話題が多い年にしていただけるよ
うお願いします。

（近藤 勇二委員）

　田は、作付けが始まると、権利の調
整が難しくなりますので、原則として
４月が売買や貸し借りの権利移転の最
終月になります。
　田の売買や貸し借りを予定されてい
る方は、早めに農業委員会へご相談く
ださい。受付の再開は８月12日(金)か
らです。
◎ 畑は、作物の権利調整がついていれ
ば、売買や貸し借りの書類を通年で
受け付けています。
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勝
治
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は
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平
成
４
年
に
父

が
立
ち
上
げ
た
任
意
の
組
織
を
母
体
と
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て
お
り
、
そ
の
後
の
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積
拡
大
に
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率
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と
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金
の
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で
限
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を
感
じ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
28
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に
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式
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を
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立
し

ま
し
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、
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豆
で
す
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ら

ブ
ロ
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令
和
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年
に
県
・
市
の
協
力
を
得
て
ラ

イ
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セ
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タ
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を
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し
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か
ら
は
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作

業
に
余
裕
が
で
き
、
効
率
が
上
が
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
繁
忙
期
に
な
り
ま
す
と

地
域
の
定
年
を
迎
え
た
方
た
ち
の
協
力
も

あ
っ
て
、
構
成
員
を
含
め
８
〜
10
名
で
作

業
を
行
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て
お
り
ま
す
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ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
農
業
大
学
校
を

卒
業
し
た
次
男
が
、
１
年
目
か
ら
現
場
で

の
作
業
を
こ
な
し
て
お
り
、
助
か
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘

れ
ず
〝
一
粒
入
魂
〞
の
気
持
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で
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業
を

行
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も
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今
後
に
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い
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ス
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い
ま
す
。

乾燥機は４台導入しました。

左から
株式会社トップアグロ代表の阿部勝治さん、智大(ともひろ)さん。


